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この未来シナリオは、「ムーンショット型農林⽔産研究開発事業」の⼀環で、研究者、⺠間
企業、学⽣が幅広い背景と年代で集まり、創造的なワークショップを通してつくられました。
それぞれのシナリオは、農と⾷との未来を考えるうえでの視野を広げるために、すこし極

端に描かれています。この「農と⾷の未来シナリオ」を使って、⼈⼝爆発・⾷糧不⾜の時代
を迎えるにあたり、「農と⾷」が地球環境とバランスをとって、持続的に私たちの⽣活と喜
びを⽀えてくれるものでなり得るのか、そのために⽣産者や消費者は何ができるのか、とい
うことを幅広く考えるために使っていただきたいと考えています。
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シナリオのフレームワーク
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農と⾷に関する未来の分かれ道（１）

• ⽣産者（供給側）の変化

ECO
もっとエコに
（環境重視）

EGO
もっとエゴに
（利益重視）

農の⽣産者（供給側）が
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• 消費者（需要側）の変化

ECO
もっとエコに
（環境重視）

EGO
もっとエゴに
（欲求重視）

⾷の消費者（需要側）が

農と⾷に関する未来の分かれ道（２）
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EGO
もっとエゴに
（欲求重視）

ECO
もっとエコに
（環境重視）

⾷の消費者（需要側）が

ECO
もっとエコに
（環境重視）

農
の
⽣
産
者
︵
供
給
側
︶
が

EGO
もっとエゴに
（利益重視）

「2050年の農と⾷の未来シナリオ」
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シナリオG︓ECOxEGO
Governance Scenario

企業統治シナリオ

シナリオH︓ECO2
Harmony Scenario
地球の調和シナリオ

シナリオL︓EGO2
Liberty Scenario
⾃由経済シナリオ

シナリオE︓EGOxECO
Ethicality Scenario
エシカル消費シナリオ

「2050年の農と⾷の未来シナリオ」
ECO

もっとエコに
（環境重視）

EGO
もっとエゴに
（欲求重視）

ECO
もっとエコに
（環境重視）

⾷の消費者（需要側）が

農
の
⽣
産
者
︵
供
給
側
︶
が

EGO
もっとエゴに
（利益重視）
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ECO
もっとエコに
（環境重視）

EGO
もっとエゴに
（欲求重視）

ECO
もっとエコに
（環境重視）

⾷の消費者（需要側）が

農
の
⽣
産
者
︵
供
給
側
︶
が

EGO
もっとエゴに
（利益重視）

「2050年の農と⾷の未来シナリオ」
シナリオG︓ECOxEGO

Governance Scenario
企業統治シナリオ

国連や株主のプレッシャーによって、SDGs重視の標準
ルールが確⽴し、グローバルなサプライチェーンが
SDGs重視に⼤きく傾く。材料・産地・排出CO2などの
表記も厳しくなり、⾷は全体的に⾼額化する。消費者は
欲求重視のままなので、多くの⼈の⾷の満⾜度は下がる
かもしれない。

シナリオH︓ECO2

Harmony Scenario
地球の調和シナリオ

サプライチェーンも、消費者の選択もSDGs重視が当たり
前になっている。地産地消がベースとなり同時にグローバ
ルには全体最適な農業、昆⾍⾷開発、サプライチェーンが
確⽴し、世界の⾷全体が管理されている状態。健康的でサ
ステナブルな⾷が当たり前になり、地球環境や健康に悪い
農と⾷は、⼀昔前の公害のように撲滅されていく。

シナリオL︓EGO2

Liberty Scenario
⾃由経済シナリオ

⽣産者側は市場に応じてふるまい、消費者も安いもの、
⾷べたいものを求めるということは変わらない。地球環
境に無理を強いても、規制がなければ売れ続ける。経済
原理が農を動かすので、農業の⼤規模化、標準化が進み、
農業は⼯場のように管理される。限られた資源がどんど
ん減っていくので、⾷の格差が⼤きく広がる。

シナリオE︓EGOxECO
Ethicality Scenario
エシカル消費シナリオ

多くの消費者が地球環境や健康に良い⾷を好むようになっ
ている。しかし、サプライチェーン側は⼤きくは変わらず、
情報の⾮対称性を保ったまま、「ある程度は」環境や健康
を意識した⾷を「マーケティングコンセプト」として活⽤
する。あらゆるビジネスが、「うまい、安い、早い」に加
え、「エシカル」を当たり前の基準に組み込む。
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9

意外に懐疑⼼の強い
エシカル消費

良さそうだなと
思いつつ、

しんどそうという
第⼀印象

結構、好意的︕



10

良いことはわかるが、
やっぱしんどそうな印象

このチームは
少し好意的



11

しんどそう

疑い

そんなに悪くないかも
＝⾃由経済への信頼



シナリオL︓EGO2
Liberty Scenario
⾃由経済シナリオ
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13

⾃由経済の⼒は、
イノベーション

⾃由経済の⼒は、
イノベーション

問題はどんどん
深刻になる

問題はどんどん
深刻になる



14

経済的には
⾯⽩くもある

でもやばそう



15

危機があった⽅が
イノベーションが
進むという期待

今の世代にとっては
悪くない

でも持続可能
ではない



16

やっぱり
このシナリオは
やばい︕



17

格差︕格差︕格差︕



18

なんでも⾷べれそうで、
格差が広がると
そうでもない



シナリオE︓EGOxECO
Ethicality Scenario
エシカル消費シナリオ

19



20

消費者が
企業を動かすか

消費者が
企業に騙されるか



21

消費者が知識を
持つしかない

本物とにせものが
混在した世界



22

消費者の⽬が
企業を選別する

消費者をだまそう
とする企業



23

消費者は本当に
賢くなれるのか︖

企業のエゴは
消費者をだますのか︖

選択肢は増えるが、
格差は⼤きくなる



24

企業が成⻑できない

⼀部の企業が⼀⼈勝ち

消費者の⼒は増すが
居⼼地は悪い



25

消費者にとどまらず、
起業家精神が発揮
されることへの希望

⼼配はある



シナリオG︓ECOxEGO
Governance Scenario
企業統治シナリオ
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27

企業のイノベーションが
消費者をも幸せにしそう



28

消費者と⽣産者が
ルーズルーズだが、
将来世代には良い



29

現実的なバランス



30

⾷べたいものを
⾷べれなくなる⼈も
出るが、総論良さそう



31

⽇本⾷にヒントあり

窮屈だが

ヤミ世界に



32

窮屈さが
新たな技術や
⽂化を⽣む︕



シナリオH︓ECO2
Harmony Scenario
地球の調和シナリオ
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34

⼈が成⻑するか

技術で脳をだますか

技術で⾷を
進化させるか



35

良い部分と
窮屈な部分の
葛藤

概念としての正義が
同調圧⼒になる



36

調和に向けた
技術開発の可能性



37

イノベーションの
前提となる
価値観のシフト



38

いまのエゴを超える
創造的な価値創出

ここまでいけば
⽣産者も消費者も
幸せなはず



39

価値観の変化が
必要

農業がエキサイ
ティングな産業に

エコの押し付け
になることも



シナリオの分析
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41

ベタだが、
やっぱ教育

消費者側からの
発信が⼤事



42

規制よりも
価値観の変化で
調和に向かいたい

地球の調和シナリオは、
世界の調和なしに
実現し得ない



43

葛藤

現実的

⽣産者のエコは、
技術開発が鍵

調和シナリオにも
多様性の懸念が



44

G経由のH⾏きが
順当だが、
難易度⾼そう



45

EcoxEcoは、
企業統治と

エシカル消費の
両⾯が進むことで
はじめて成⽴する



46

教育による消費者の
意識でEcoxEcoを
いっとき実現しても、
エコ疲れで企業統治に
逆戻りする⼼配も


